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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

看
護
師
派
遣
で

県
協
会
と
連
携

近
い
将
来
の
発
生
が
予

想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
異
に
備
え
、
国
際
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
北
区

伊
福
町
）
と
県
看
護
協
会

　
（
同
兵
団
）
は
５
日
、
被

災
者
支
援
の
連
携
協
定
を

結
ん
だ
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
同
地
震
の

発
生
時
に
支
援
す
る
協
定

gzl，
備

え

協

定

を
徳
島
、
高
知
県
の
計
５

市
町
と
結
ん
で
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
両
県
の
避
難

所
で
の
活
動
を
想
定
し
て

　
　
…
…
…
九
い
る
。
協
会
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宮
叫
明
太
芦

‥
』
’
Ｉ
ｌ
ｉ
ｓ

は
看
護
師
を

派
遣
し
、
け

が
人
の
手
当

て
や
心
の
ケ

ア
、
高
齢
者

の
介
助
な
ど

調
印
式
に
臨
む

宮
田
会
長
（
左

か
ら
２
人
言

ら

に
取
り
組
む
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

が
連
携
を
打
診
し
て
い

た
。

　
調
印
式
が
岡
山
市
北
区

兵
団
の
県
看
護
会
館
で
あ

り
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
～
プ

の
菅
波
茂
代
表
と
協
会
の

宮
田
明
美
会
長
が
協
定
書

に
署
名
し
た
。
苛
波
代
表

は
「
看
護
協
会
と
共
に
迅

ｉ

連
な
被
災
者
支
援
を
図
り

た
い
」
、
宮
田
会
長
は
元

い
の
力
を
発
揮
し
て
社
会

に
貢
献
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
県
看
護
協
会
は
県
や
岡

山
市
な
ど
他
の
４
団
体
と

も
大
規
模
災
害
時
の
支
援

活
動
で
連
携
す
る
協
定
を

結
ん
で
い
る
。
（
宮
原
言

支
援
や
人
材
育
成

和
気
町
と
４
項
目

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
和
気
町
は

４
日
、
地
震
な
ど
県
内
外

で
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
被
災
地
支
援
で

連
携
す
る
協
定
を
結
ん

だ
。

　
協
定
書
で
は
、
被
災
地

へ
の
人
材
派
遣
や
物
資
賜

供
と
い
っ
た
災
害
支
援
活

動
、
人
材
育
成
な
ど
４
項

目
に
関
し
て
相
互
協
力
す

る
こ
と
を
明
記
。
人
材
育

成
で
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
講
座

を
開
き
、
町
職
員
や
町
民

の
防
災
意
識
向
上
を
図
る

協定書を手に握手する大森
町長（左）と菅波代表

こ
と
な
ど
を
想
定
し
て
い

る
と
い
う
。

　
町
役
場
で
調
印
式
か
お

り
、
大
森
直
徳
町
長
と
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
菅
波

茂
代
表
が
協
定
書
に
署

名
、
押
印
。
大
森
町
長
は

　
「
災
害
支
援
や
人
材
育
成

な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
協
定

を
生
か
し
た
い
」
と
述
べ
、

苛
波
代
表
は
「
和
気
町
と

二
人
Ｅ
脚
で
活
動
で
き
る

こ
と
を
力
強
く
思
う
」
と

話
し
た
。

　
Ａ

｀Ｍ
Ｄ
Ａ
と
自
治
体
に

よ
る
同
様
の
協
定
は
備

前
、
総
社
市
な
ど
に
続
き

1
2
作
目
。
（
岸
俊
行
）
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